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研究分野：微分幾何学 
科研費の分科・細目：数学・幾何学 
キーワード：ツイスター空間、ツイスターリフト、調和切断 
 
１．研究計画の概要 
 
 ４次元リーマン多様体内の曲面のツイス
ターリフトを用いて，以下について研究を行
う．（１）ツイスター正則な曲面の構成，（２）
ツイスター正則な曲面全体を外空間の共形
変換でうつりあうもの同士を同一視した空
間の決定，（３）ツイスター正則な曲面のツ
イスターリフトの調和切断としての安定性，
（４）ツイスターリフトが弱安定な調和切断
となる曲面の決定，（５）平行な平均曲率ベ
クトル場を持つ曲面のツイスター空間を用
いた構成．    
 
２．研究の進捗状況 
 

まず，外空間が自己双対アインシュタイン

多様体で曲面の種数が0の場合に，ツイスター

リフトが調和切断ならば，法束のオイラー数

に応じて，曲面はツイスター正則かまたは極

小であることが分かった．（１）の研究結果

と上記の結果も用いて，（２）のツイスター

正則な曲面全体を外空間の共形変換でうつり

あうもの同士を同一視した空間に関して，部

分的な分類を得ることができた． 

（３），（４）に関しては，外の空間が非

負のスカラー曲率をもつ自己双対アインシュ

タイン多様体の場合，ツイスター正則な曲面

のツイスターリフトが弱安定な調和切断であ

ることが分かった．これは，平行ではない切

断で弱安定な調和切断となるものの例を与え

るが，これまで知られている例でそのような

ものはあまり多くはないと思われる．逆に，

外空間が４次元ユークリッド空間の場合は，

そのような曲面はツイスター正則な曲面に限

ることが分かった． 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
 本研究では、前述の通り５つのテーマにつ
いて研究を行っている．これまで、そのうち
（１）から（４）までのテーマについて，外
空間が自己双対アインシュタイン多様体の
場合に部分的な結果を得ており，特にユーク
リッド空間の場合には，当初の予想通りの結
果を得ている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 今後は，残るテーマ（５）について研究を
進めるとともに，（１）から（４）のテーマ
についての完全な解決を目指したい．特に， 
外空間が自己双対アインシュタイン多様体
の場合に，そのスカラー曲率の符号の違いの
影響を調べることも行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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